
主な業績

パラポックスウイルス(PPV)感染症は、牛、羊、ヤギ、カモシカなどに見られ、まれにヒトに

も感染する伝染性皮膚疾患である。PPVの感染は、乳量や肉量の減少などの経済的損失をもたら

すにもかかわらず、国内のPPVの感染実態や、動物種ごとのPPVの違いや伝播性などは不明であり、

その診断法の確立が強く求められていた。

本研究では、すべての動物に利用可能なPPVの血清診断法を開発した。続いて、PPV属のあらゆ

るウイルスを検出できる迅速遺伝子診断法を開発し、ウイルスDNAの簡易抽出法とウイルスの分

類法を開発した。その結果、①牛、羊では全国的に高率にPPVに感染していること、野生動物で

はカモシカのみがPPVに感染していることを明らかにした。②カモシカに感染しているウイルス

を初めて同定し、家畜とカモシカとの間でPPVが伝播している可能性を示唆した。③PPV属全種類

の遺伝学的解析を行い、その差異を明らかにした。

これらの成果は現在、動物衛生研究所や都道府県での病性鑑定、類症鑑別に用いられており、

また海外の研究者らのウイルス研究等にも広く利用されている。

本研究の成果は、診断技術の向上だけでなく、衛生管理に対する啓蒙活動、ウイルス感染の予

防・制御による農家の収益アップ等に大きく寄与するものである。
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３．受賞評価のポイント

本研究業績は、パラポックスウイルス(PPV)感染症について、口蹄疫などの海外悪性伝染病と
の類症鑑別を迅速かつ容易に行える新たな診断技術を開発したものであり、すでに家畜保健衛生
所等での診断にも広く利用されており、評価できる。本成果は、家畜と野生動物との間でのPPV
伝播の制御を通じて、本病のまん延防止につながるものと期待される。

略歴：平成9年東京大学大学院

農学生命科学研究科博士課程修了。
（独）動物衛生研究所を経て、
平成17年より現職。獣医学博士



血清疫学調査、迅速診断、
類似疾病（口蹄疫等）との類症鑑別、
ウイルスの分子疫学解析等が
可能かつ容易に 診断技術の向上

都道府県での感染症診断に利用されている
海外でのウイルス研究に利用されている

パラポックスウイルス(PPV)感染症
（家畜伝染病予防法の監視伝染病に指定されている）

（国内の感染実態は不明）

受賞業績のイメージ

・泌乳量の減少
・乳頭の欠落
・採食・歩行困難
・増体量の減少
など

生産性の低下

経済的損失

・電子顕微鏡観察
・病理組織学的所見
など

従来の診断法

時間と経験を要する
ウイルス間の関連が不明

？

（CDCホームページより）

PPV感染症の実態解明
PPVのウイルス学的知見の獲得

新しい診断法等を開発
・血清診断法
・迅速遺伝子診断法
・ウイルスDNA簡易抽出法
・ウイルス簡易分類法

パラポックスウイルスの感染・蔓延を予防
・生産性の向上 畜産農家の収益アップ（動物衛生分野に貢献）
・抗生物質等の使用量減少 残留抗生物質などの消費者の不安軽減（食品衛生分野に貢献）
・野生動物による感染症拡散の防止（自然環境、生態系の保全に貢献）

ウシ ニホンカモシカ

ヒツジ、ヤギ ヒト

日本のPPVは海外由来ではない

ウシのPPV

ヒツジのPPV 24% 抗体陽性(’84-’99平均)
（他の野生動物は感染なし）

72% 抗体陽性(全国平均’98)

80% 抗体陽性(一部地域’98)


